
　12月15日(土)、藤前干潟ペットボトル一掃大作戦を、新川左岸1.0km付近で
官民１１０名の参加者で実行しました。ペットボトルを中心とした可燃ごみは、４
５Lごみ袋で360袋、缶・ビン等の不燃ごみは４５Ｌごみ袋で９６袋、ライター等
の発火性ごみを３袋、合わせて４５９袋収拾しました。
　１時間３０分の活動で、ペットボトルやビン・缶で埋め尽くされていた岸辺は、
見違えるほどきれいになりました。今回、実行委員会の試算で、伊勢湾に流れ
出す前に１１，８８０本（可燃袋360袋×0.6×55本）のペットボトルを拾いまし
た。
 この取り組みに、(株)長谷工コーポレーションさんは、大阪・東京・名古屋から
２３名が参加。名古屋外語大学の留学生３名も参加してくれました。また、ＰＥ
Ｔボトル協議会の浅野事務局長が、東京から実態視察を兼ねて参加していた
だきました。三重県菰野町や岐阜県恵那市の遠くから参加がありました。愛知
県内は、犬山市、豊田市、東海市、岡崎市、瀬戸市、半田市、日進市、東郷
町、一宮市、清須市、小牧市、刈谷市、春日井市等、名古屋市内以外の広範
囲の地域から多くの方々が、問題意識をもって参加いただきました。
　行政からは、西修国交省庄内川河川事務所長、酒向環境省自然保護企画
官、工藤彰三国交省政務官の秘書荒木さん、直江愛知県議会議員、吉田名
古屋市議会議員も駆けつけて激励して頂き、作業も一緒にして頂きました。三
重県環境部局から北川さん、名古屋市環境局から西尾さんに参加いただきま
した。皆さんありがとうございました。
なお、今回トイレは徳倉建設さんの現場事務所設置トイレをお貸しいただきま
した。助かりました。ありがとうございました。
　次回、第30回記念19春の藤前干潟クリーン大作戦は、5月18日(土)に開催し
ます。また、マイクロプラスチック問題をテーマ（四日市大学の千葉先生の記
念講演）にして、1月26日(土)午後1時から、藤前会館で、第8回ごみと水を考え
る集いを開催します。ご参加いただくようお知らせします。
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　今回の「18藤前干潟ペットボトル一掃大作戦」の取組をマ
スコミの取材がありました。中日新聞と読売新聞が社会面
で報道していただきました。朝日新聞は写真付き2段の記
事を報道していただきました。愛知、岐阜、三重三県に配
達されるそうです。多くの方々に啓発することができまし
た。なお、今回取材して頂いた中京テレビは、12月20日(木)
か21日(金)の夕方の情報番組「キャッチ」の中で特集番組
として、今回の一連の取組を報道していただける予定との
ことです。楽しみです。

マスコミも注目！！中日、読売が報道
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